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天
武
諸
皇
子
の
出
生
順
と
続
紀
の
序
列
基
準
に
つ
い
て

周
知
の
通
り
天
智
朝
ま
で
の
皇
位
継
承
は
、
父
子
聞
の
直
系
相
続
よ
り
も

兄
弟
間
で
継
承
す
る
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
天
智
が
皇
子
大
友

へ
の
譲
位
を
望
ん
だ
こ
と
か
ら
壬
申
の
乱
が
起
こ
り
、
そ
の
勝
者
天
武
の
後

継
も
、
皇
后
持
統
が
皇
子
草
壁
の
直
系
に
継
承
さ
せ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た

為
、
中
継
ぎ
の
女
帝
を
多
く
輩
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
、

こ
う
し
た
直
系
相
続
へ
の
こ
だ
わ
り
は
天
皇
権
力
の
低
下
を
加
速
さ
せ
る
結

果
と
な
る
わ
け
だ
が
、
少
な
く
と
も
続
紀
が
編
纂
さ
れ
た
延
暦
年
間
ま
で
の

皇
位
継
承
の
様
を
見
る
と
、
四
十
一
代
持
統
か
ら
四
十
六
代
孝
謙
ま
で
は
、

天
武
直
系
と
い
う
よ
り
、
母
系
持
統
直
系
に
こ
だ
わ
っ
た
変
則
的
直
系
相
続

で
あ
る
。
ま
た
持
統
直
系
の
絶
え
た
後
の
四
十
九
代
光
仁
と
当
代
桓
武
も
父

子
間
の
直
系
相
続
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
直
系
相
続
が
主
流
に
な
る
と
異
母
兄
弟
間
で
は
直
系
争
い
が

激
し
く
な
ろ
う
し
、
同
母
兄
弟
聞
で
は
長
子
と
次
子
の
差
が
著
し
く
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
続
紀
編
纂
時
の
時
代
の
目
か
ら
見
る
と
、
長
は
天
武
皇
子
の

う
ち
の
寸
大
江
皇
女
系
」
の
長
子
H
代
表
者
で
あ
る
が
、
次
子
弓
削
は
寸
大

江
皇
女
系
」
の
二
番
手
故
に
、
「
大
義
娘
系
L

の
代
表
者
穂
積
の
方
を
上
位

と
判
断
し
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
大
江
皇
女
の
長
子
で
あ
る
長
は
母
の

身
分
・
出
自
と
い
う
第
一
の
基
準
か
ら
、
出
生
順
に
拘
ら
ず
穂
積
よ
り
上
位

に
序
列
さ
れ
る
が
、
次
子
弓
削
と
穂
積
と
で
は
弓
削
が
二
番
手
で
あ
る
が
故

に
第
一
の
基
準
だ
け
で
は
判
断
さ
れ
ず
、
他
の
要
素
が
微
妙
に
影
響
し
た
と

J¥ 

考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
場
合
の
要
素
の
一
つ
に
出
生
順
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
穂
積
は
弓
削
よ
り
年
長
で
あ
る
。
母
の
身
分
・
出
自
は
上
位
で
も
、
「
大

江
皇
女
系
」
の
二
番
手
弓
削
よ
り
、
「
大
義
娘
系
」
の
代
表
者
で
年
長
で
も

あ
る
穂
積
の
方
が
上
位
と
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
納
得
が
い
く
よ
う
に
思
う
。

最
後
に
第
七
皇
子
新
田
部
で
あ
る
が
、
母
は
鎌
足
の
娘
で
あ
る
の
で
皇
女

出
身
の
母
を
持
つ
皇
子
よ
り
明
ら
か
に
下
位
で
あ
る
。
「
五
百
重
娘
系
」
の

代
表
者
で
は
あ
る
が
、
出
生
は
他
の
皇
子
よ
り
か
な
り
遅
れ
る
。
ま
た
、
同

じ
臣
下
の
娘
と
い
っ
て
も
、
穂
積
の
母
の
蘇
我
氏
と
新
田
部
の
母
の
藤
原
氏

で
は
蘇
我
氏
の
方
が
格
上
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
最
後
尾
に

位
置
す
る
の
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
出
生
順
は
微
妙
な
場
合
の
判
断
材
料
の
一
つ
と
し
て
使

わ
れ
る
も
の
で
、
続
紀
の
皇
子
序
列
基
準
は
、
生
母
の
出
自
を
中
心
と
し
て

他
の
諸
条
件
を
総
合
的
に
判
断
し
た
と
こ
ろ
の
「
生
母
の
高
貴
さ
の
度
合

い
し
こ
そ
が
第
一
の
、
最
も
大
き
な
基
準
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
先
の
具
体
例
で
の
説
明
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
「
高
貴
さ

の
度
合
い
」
の
判
断
は
、
決
し
て
機
械
的
に
一
律
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

全
て
の
条
件
を
総
合
し
た
上
で
個
別
に
判
断
さ
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

荻
原
千
鶴
氏
は
本
稿
よ
り
早
く
、
青
木
氏
の
分
け
ら
れ
た
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
の
う
ち
、
上
位
グ
ル
ー
プ
内
部
を
更
に
分
け
て
序
列
基
準
を
考
察
さ
れ
た
。

E!P 
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付
非
卑
母
(
内
命
婦
以
上
の
女
性
)
所
生
皇
女
を
母
と
す
る
皇
子
・
:
:
草

壁

・
大
津

・
舎
人

同
卑
母
所
生
皇
女
を
母
と
す
る
皇
子
お
よ
び
夫
人
を
母
と
す
る
皇
子
・..... 

長

・
弓
削
・
穂
積

・
新
田
部

更
に
こ
れ
に

国
卑
母
所
生
皇
子
・
高
市

・
忍
壁

・
磯
城

を
加
え
た
三
グ
ル
ー
プ
の
内
部
を
、
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
順
(
出
生
順
)
に
数
え
た

も
の
が
続
紀
の
序
列
で
あ
る
と
荻
原
氏
は
考
察
さ
れ
た
。
そ
し
て
荻
原
氏
は

諸
皇
子
の
出
生
順
を
左
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
た
。

(
)
は
続
紀
の
序
列
。

O
印
は
推
定
の
も
の
。

高
市
(
⑧
)
草
壁
(
①
)
大
津
(
②
)
l忍
壁
(
9
)
|
磯
城
(
⑩
)
|
長

(
4
)

|
穂
積
(
5
)
|
弓
削
(
6
)
|
舎
人
(
3
)
|
新
田
部
(
7
)

生
母
の
出
自

・
身
分
に
よ
っ
て
青
木
氏
が
分
け
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
内
部
を
、

更
に
生
母
の
出
自
に
よ
っ
て
区
分
す
る
と
い
う
視
点
は
、
荻
原
氏
が
初
め
て

示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
荻
原
氏
の
グ
ル

ー
ピ
ン
グ
の
基
準
に
な
っ

た
も
の
が
「
嫡
系
相
続
」
の
視
点
で
あ
る
。
荻
原
氏
は
「
皇
子
の
母
の
出
自

が
問
題
に
な
る
の
は
、
皇
子
の
皇
位
継
承
資
格
を
い
か
に
考
え
る
か
と
い
う

こ
と
が
問
題
視
さ
れ
る
事
態
が
出
来
し
た
か
ら
」
と
さ
れ
、
元
明
即
位
の
詔

(
慶
雲
四
年
七
月
壬
子
)
に
見
え
る
「
日
並
所
知
皇
太
子
之
嫡
子
」
と
そ
れ
に

皆
嫡
相
承
云
々
」
に
注
目
さ
れ

呼
応
す
る
継
嗣
令
「
凡
三
位
以
上
継
嗣
者

天
武
諸
皇
子
の
出
生
順
と
続
紀
の
序
列
基
準
に
つ
い
て

る
。
そ
し
て
「
嫡
子
」
引
い
て
は
「
嫡
妻
」
の
要
件
を
問
う
こ
と
は
非
卑
母

所
生
各
皇
子
の
格
差
付
け
を
要
請
し
、
更
に
は
天
武
の
納
れ
た
天
智
「
皇

女
」
に
つ
い
て
も
卑
母
所
生
皇
女
と
非
卑
母
所
生
皇
女
と
は
同
列
に
扱
い
が

た
い
と
考
察
さ
れ
た
。
そ
れ
故
、
先
の
よ
う
に
付
非
卑
母
所
生
皇
女
を
母
と

す
る
皇
子
と
同
卑
母
所
生
皇
女
及
び
夫
人
を
母
と
す
る
皇
子
に
分
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

続
紀
に
よ
る
天
武
諸
皇
子
の
序
列
化
は
、
ま
さ
に
荻
原
氏
が
言
わ
れ
る
よ

う
な
背
景
か
ら
な
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
が
、
荻
原
氏
が
卑
母
所
生
皇
女
と
夫

人
と
を
同
列
に
扱
っ
て
同
と
し
て

一
括
さ
れ
た
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
嫡

系
相
続
を
視
野
に
入
れ
た
荻
原
氏
の
考
察
は
示
唆
に
富
む
が
、
そ
れ
は
非
卑

母
所
生
皇
女
(
及
び
そ
れ
を
母
と
す
る
皇
子
以
下
同
)
と
卑
母
所
生
皇
女
(
同
)

を
弁
別
す
べ
き
論
拠
に
は
な
っ
て
も
、
卑
母
所
生
皇
女
(
同
)
と
夫
人
(
同
)
と

を
同
等
と
し
て
一
括
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
確
か
に
相
続
だ
け
を
問
題

と
す
る
な
ら
ば
継
嗣
者
と
し
て
の
順
位
が
非
卑
母
所
生
皇
女
を
母
と
す
る
皇

子
よ
り
低
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
彼
ら
は
五
十
歩
百
歩
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
人
間
の
意
識
、
特
に
選
別
、
序
列
化
す
る
意
識
と
は
う
も
の
は
、
五

十
歩
百
歩
な
ら
ば
一
括
と
い
う
よ
う
に
割
り
切
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い

や
む
し
ろ
、
生
母
の
出
自
に
よ
る
選
別
が
進
め
ば
進
む
程
、
相
続
圏
の
内
外

に
拘
ら
ず
、
自
己
と
他
者
と
の
差
別
化
を
図
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
具

体
的
に
言
う
な
ら
ば
、
相
続
の
圏
外
に
押
し
や
ら
れ
た
卑
母
所
生
皇
女
を
母

ブL



天
武
諸
皇
子
の
出
生
順
と
続
紀
の
序
列
基
準
に
つ
い
て

と
す
る
皇
子
と
そ
の
周
囲
の
人
々
は
、
夫
人
を
母
と
す
る
皇
子
及
び
そ
の
周

囲
と
自
分
達
を
同
一
視
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
一
層
先
鋭
化
し
た
形
で
差
別

化
を
図
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
い
か
に
卑
母
所
生
と
い
え

「
皇
女
L

の
血
は
臣
下
の
娘
を
は
る
か
に
凌
ぐ
材
料
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、
続
紀
編
纂
者
を
含
め
た
当
時
の
人
々
一
般
の

意
識
で
あ
っ
た
と
思
う
。
即
ち
本
稿
は
以
上
の
点
か
ら
荻
原
氏
の
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
に
、
魅
力
は
感
じ
な
が
ら
も
、

同
意
で
き
な
い
。
卑
母
所
生
で
あ
っ
て

も
、
皇
女
は
や
は
り
臣
下
の
娘
と
は
一
線
を
画
し
て
扱
わ
れ
た
筈
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
こ
そ
「
妃
」
と
「
夫
人
」
の
称
号
の
違
い
が
あ
る
。
彼
女
ら
を
母

と
し
た
皇
子
も
ま
た
同
じ
で
あ
ろ
う
。

別
の
角
度
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
荻
原
氏
の
よ
う
に
(
二
)
と
し
て
両
者
を

一
括
し
た
グ
ル
ー
プ
に
す
る
限
り
、
序
列
第
四
の
長
は
第
五
の
穂
積
よ
り
年

長
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
な
ら
ば
何
故
、
年
長
の
長
の
初
叙

位
が
年
下
の
穂
積
よ
り
二
年
も
遅
れ
た
の
か
。
先
に
詳
述
し
た
通
り
、
穂
積

を
長
よ
り
年
長
と
し
な
い
限
り
、
こ
の
疑
問
に
解
答
を
与
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
と
こ
ろ
が
穂
積
を
長
よ
り
年
長
と
す
る
と
、
荻
原
氏
の
序
列
基
準
か

ら
は
は
ず
れ
て
し
ま
う
。
初
叙
位
の
順
と
い
う
事
実
と
続
紀
の
序
列
と
い
う

事
実
の
両
方
を
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
こ
と
が
当
面
の
問
題
で
は
肝
要
と
思

う
が
、
荻
原
説
で
は
右
の
長
と
穂
積
の
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
。

以
上
、
天
武
諸
皇
子
の
う
ち
第
五
子
磯
城
以
降
六
皇
子
の
出
生
順
と
続
紀

四
O 

の
序
列
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
第
一
子
高
市
以
降
の
四
皇
子
に
つ
い
て
、

特
に
忍
壁
を
第
二
子
と
も
第
四
子
と
も
定
め
ぬ
ま
ま
述
べ
き
た
っ
た
が
、
忍

壁
の
出
生
順
は
本
稿
の
当
面
の
論
旨
に
は
影
響
し
な
い
の
で
今
は
触
れ
な
い
。

ー』

J、

次
に
、
「
知
太
政
官
事
」
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
き
た
い
。

知
太
政
官
事
は
大
宝
三
年
加
に
忍
壁
が
就
任
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

こ
の
官
職
の
内
実
に
つ
い
て
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
職
に

つ
い
た
者
が
天
武
の
皇
子
に
限
ら
れ
て
い
る
の
は
確
か
な
事
実
で
あ
っ
て
、

権
限
の
実
態
は
と
も
か
く
、
或
る
種
の
特
別
な
地
位
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
と
の
知
太
政
官
事
に
つ
い
て
、
天
武
諸
皇
子
(
特
に
磯
城
以
下
六
人
)

の
出
生
順
を
本
稿
が
示
し
た
よ
う
に
考
え
る
と
、
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
一

つ
あ
る
。

知
太
政
官
事
が
創
設
さ
れ
た
大
宝
三
年
に
生
存
し
て
い
た
天
武
の
皇
子
は
、

先
に
推
定
し
た
出
生
順
に
記
す
と
忍
壁
|
穂
積
|
長
|
舎
人
|
新
田
部
の
計

五
人
で
あ
る
。
ま
た
、
大
宝
三
年
正
月
の
知
太
政
官
事
創
設
の
時
点
の
諸
皇

子
の
位
階
は
、
忍
壁
三
口
問
、
穂
積
二
品
、
翌
慶
雲
元
年
正
月
の
時
点
で
は
忍

壁
三
品
、
穂
積
二
品
、
長
二
品
、
舎
人
二
品
、
新
田
部
三
口
聞
で
あ
る
こ
と
が

続
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
知
太
政
官
事
は
位
階
の
高
低
で
任
命
さ
れ

た
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
任
命
の
基
準
は
何
で
あ
っ
た



一
つ
だ
け
確
か
な
事
実
は
、
最
初
に
任
命
さ
れ
た
忍
壁
は
生
存
し
て

い
る
天
武
の
皇
子
の
中
の
最
年
長
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
忍
壁
一
が
慶
雲
二
年
前
五
月
に
莞
去
す
る
と
、
周
年
の
う
ち
に
穂
積
が

知
太
政
官
事
に
任
命
さ
れ
た
。
忍
壁
亡
き
後
の
最
年
長
者
は
穂
積
で
あ
る
。

そ
し
て
穂
積
が
霊
亀
元
年
間
七
月
に
官
死
去
す
る
と
、
養
老
四
年
四
に
舎
人
が

任
命
さ
れ
る
。
穂
積
に
次
ぐ
年
長
者
の
長
は
穂
積
莞
去
の
前
月
、
霊
亀
元
年

六
月
に
莞
去
し
て
い
る
の
で
、
穂
積
莞
去
時
は
舎
人
が
次
な
る
最
年
長
者
で

あ
っ
た
。

の
か
。右

の
よ
う
に
、
知
太
政
官
事
が
最
年
長
者
か
ら
次
な
る
最
年
長
者
へ
と
任

命
さ
れ
て
い
る
様
は
決
し
て
偶
然
と
は
思
え
な
い
。
知
太
政
官
事
と
は
、
生

存
し
て
い
る
天
武
の
皇
子
の
う
ち
最
年
長
者
に
受
け
継
が
れ
れ
る
職
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。七

こ
の
稿
の
最
後
と
し
て
、
磯
城
以
下
六
人
の
皇
子
の
具
体
的
な
生
年
を
推

定
し
て
お
き
た
い
。

六
人
の
生
年
の
上
限
が
天
智
七
年
制
以
降
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

以
下
各
皇
子
ご
と
に
、

推
定
し
た
生
年
の
上
限
と
下
限
を
記
し
、
そ
の
推
定

の
根
拠
を
簡
単
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
け
内
の
番
号
は
出
生
順
を

示
す
。

天
武
諸
皇
子
の
出
生
順
と
続
紀
の
序
列
基
準
に
つ
い
て

天
智
七
年
醐

1
天
智
十
年
間
の
生
れ

六
人
の
中
で
は
最
も
年
長
な
の
で
天
智
七
年
が
生
年
の
上
限
と
な
る
。
下

同
磯
城

限
は
次
子
の
穂
積
の
生
年
の
下
限
(
穂
積
の
項
で
詳
述
)
の
前
年
、
即
ち
天
智

十
年
で
あ
る
。

右
か
ら
磯
城
は
、
吉
野
の
誓
約
の
あ
っ
た
天
武
八
年
に
は
十
二
才

1
九
才
、

年
長
の
四
人
の
皇
子
に
叙
位
が
あ
っ
た
天
武
十
四
年
に
は
十
八
才

i
十
五
才

と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
磯
城
は
、
朱
鳥
元
年
に
年
少
六
皇
子
の
中
で
唯
一
人
加
封
さ
れ
て
い

る
が
、
封
戸
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
即
ち
後
宮
か
ら
離
れ
、
自
己
の

経
済
力
に
よ
っ
て
宮
を
経
営
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
独
立
を
意
味
し
て
い
る
。

朱
鳥
元
年
の
磯
城
の
推
定
年
令
は
十
九
才

1
十
六
才
で
、
後
の
戸
令
の
婚
姻

許
可
年
令
十
五
才
(
男
子
)
を
越
え
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
磯
城
が
独
立
し
て

い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
年
令
で
あ
る
。

山
間
穂
積
天
智
八
年
制

1
天
武
元
年
間
の
生
れ

穂
積
は
持
統
五
年
飢
乃
至
そ
れ
以
前
に
初
叙
位
を
受
け
て
い
る
。
仮
に
持

統
五
年
に
受
げ
た
と
す
る
と
、
先
述
の
よ
う
に
こ
の
時
二
十
才
に
達
し
て
い

た
筈
で
あ
る
。
持
統
五
年
二
十
才
と
す
る
と
生
年
は
天
武
元
年
と
な
り
、
こ

れ
が
穂
積
の
生
年
の
下
限
で
あ
る
。
ま
た
、
先
述
の
通
り
穂
積
の
母
は
蘇
我

赤
兄
の
娘
で
あ
る
。
壬
申
の
乱
に
よ
っ
て
流
罪
に
処
さ
れ
た
赤
兄
の
娘
が
、

壬
申
の
乱
後
に
天
武
に
嫁
す
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
大
薙
娘
が
天
武
に
嫁
し

四



天
武
諸
皇
子
の
出
生
順
と
続
紀
の
序
列
基
準
に
つ
い
て

た
の
は
天
何
回
朝
と
考
え
ら
れ
、
大
義
娘
の
第
一
子
で
あ
る
穂
積
の
生
年
の
下

限
が
天
武
元
年
と
の
推
定
は
肯
け
る
所
で
あ
ろ
う
。

穂
積
の
生
年
の
上
限
は
、
す
ぐ
上
の
兄
磯
城
の
生
年
の
上
限
の
翌
年
、
即

ち
天
智
八
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

右
か
ら
穂
積
は
、
吉
野
の
誓
約
の
時
は
十
一
才
(
)
八
才
で
あ
り
、
浄
康
武

位
で
紀
に
初
登
場
す
る
持
統
五
年
に
は
二
十
三
才

1
二
十
才
で
あ
っ
た
と
推

定
で
き
る
。

川
長

天
智
九
年
間

1
天
武
二
年
間
の
生
れ

長
は
持
統
七
年
仰
に
弟
弓
削
と
共
に
初
叙
位
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
故
、

持
統
七
年
時
点
で
の
年
令
は
弓
削
二
十
才
、
長
二
十
一
才
が
下
限
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
す
る
と
長
の
生
年
の
下
限
は
天
武
二
年
と
な
る
。
上
限
は
穂
積

の
生
年
の
上
限
の
翌
年
、
即
ち
天
智
九
年
で
あ
る
。

右
か
ら
長
は
、
吉
野
の
誓
約
の
時
は
十
才

1
七
才
で
あ
り
、
初
叙
位
を
受

け
た
持
統
七
年
は
二
十
四
才

1
二
十
一
才
と
推
定
さ
れ
る
。

附
弓
削
天
智
十
年
刷

1
天
武
三
年
制
の
生
れ

持
統
七
年
の
初
叙
位
の
時
を
二
十
才
と
す
る
こ
と
で
天
武
三
年
と
い
う
生

年
の
下
限
が
得
ら
れ
る
。
上
限
は
長
の
生
年
の
上
限
の
翌
年
、
天
智
十
年
で

中
め
ヲ
匂
。

吉
野
の
誓
約
時
の
推
定
年
令
は
九
才

1
六
才
、
持
統
七
年
の
初
叙
位
の
時

は
二
十
三

1
二
十
才
。

四

(
天
武
元
年
間

1
)
天
武
五
年
刷
の
生
れ

持
統
九
年
聞
の
初
叙
位
の
時
を
二
十
才
と
す
る
こ
と
で
、
生
年
の
下
限
で

あ
る
天
武
五
年
を
得
る
。
上
限
は
弓
削
の
生
年
の
上
限
の
翌
年
、
即
ち
天
武

元
年
で
あ
る
が
、
公
卿
補
任
は
舎
人
の
莞
年
を
六
十
才
と
記
し
て
い
る
。
続

紀
に
よ
る
と
舎
人
は
天
平
七
年
明
十
一
月
に
莞
じ
て
い
る
の
で
、
天
平
七
年

を
六
十
才
と
す
る
と
生
年
は
先
程
推
定
し
た
下
限
の
天
武
五
年
と
一
致
す
る
。

恐
ら
く
こ
の
天
武
五
年
生
れ
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

右
か
ら
舎
人
は
、
吉
野
の
誓
約
の
時
は
四
才
(
幅
を
も
た
せ
る
な
ら
ば
八

才

1
四
才
)
、
初
叙
位
の
持
統
九
年
は
二
十
才
(
二
十
四
才

1
二
十
才
)
と
推

削
舎
人

定
さ
れ
る
。

刷
新
田
部
天
武
六
年

m
l天
武
九
年
酬
の
生
れ

文
武
三
年
間
の
初
叙
位
を
二
十
才
と
す
る
と
、
生
年
の
下
限
は
天
武
九
年

と
な
る
。
上
限
は
舎
人
の
生
年
の
上
限
の
翌
年
で
あ
る
。
幅
を
も
た
せ
た
方

を
採
用
す
れ
ば
、
そ
れ
は
天
武
二
年
と
な
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
舎
人
の
生

年
が
天
武
五
年
で
正
し
い
と
す
る
と
、
新
国
部
の
生
年
の
上
限
は
そ
の
翌
年

の
天
武
六
年
に
な
る
。
初
叙
位
の
文
武
三
年
時
に
、
上
限
天
武
二
年
で
は
新

田
部
の
年
令
は
二
十
七
才
に
な
る
。
他
の
皇
子
と
比
し
て
初
叙
位
時
の
年
令

が
や
や
高
令
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
や
は
り
舎
人
の
生
年
は
天
武
五
年
、

新
田
部
の
生
年
の
上
限
は
天
武
六
年
と
考
え
る
方
が
整
合
性
が
あ
ろ
う
。

右
か
ら
新
田
部
は
、
吉
野
の
誓
約
時
に
三
才

1
出
生
以
前
、
初
叙
位
の
文



武
三
年
時
に
二
十
三
才

1
二
十
才
と
推
定
さ
れ
る
。

以
上
、
天
武
諸
皇
子
の
出
生
順
と
続
紀
の
序
列
基
準
及
び
生
年
の
考
察
を

試
み
た
。
大
方
の
御
崎
正
を
賜
り
た
い
。

、主(1
)

吉
井
良
隆
「
天
武
天
皇
の
皇
子
の
順
位
に
つ
き
続
紀
を
疑
ふ
」
日
本
上
古

史
研
究
二
巻
二
号
一
九
五
八
年
二
月

背
木
和
夫
「
日
本
書
紀
考
証
三
題
」
藤
誠
…
博
士
日
本
古
代
史
論
集
上

青
木
和
夫
「
天
武
天
皇
の
諸
皇
子
の
序
列
」

山
梨
大
学
歴
史
学
論
集
第

五
集

宮
本
さ
ゆ
り
「
天
武

・
持
統
朝
に
於
け
る
皇
親
政
治
に
つ
い
て
大
津
皇

子
の
謀
叛
を
中
心
と
し
て
|
」
学
習
院
史
学
第
三
号
一
九
六
六
年

十

一
月

阿
蘇
瑞
枝
「
柿
本
人
麻
呂
と
忍
壁
皇
子
人
麻
呂
文
学
の
形
成
期
l
L
国

語
と
国
文
学
第
四
九
巻
十
号
一
九
七
二
年
十
月

直
木
孝
次
郎
「
忍
壁
皇
子
L

商
業
築
研
究
第
二
集
一

九
七
三
年
四
月

(
但
し
磯
城
以
下
に
つ
い
て
は
結
論
の
み
を
注
記
と
し
て
提
示
)

松
原
弘
宣
寸
「
宮
人
L

考

天

智

・天
武
朝
の
後
宮
に
つ
い
て
」
続
日
本
紀

研
究
第

一
七

一
号
一

九
七
四
年
二
月

松
崎
英
一
「
天
武
諸
皇
子
の
順
位
」
続
日
本
紀
研
究
第

一
九
八
号

七
八
年
八
月

2 3 

九

天
武
諸
皇
子
の
出
生
順
と
続
紀
の
序
列
基
準
に
つ
い
て

一
九
八

O

5 

寺
西
貞
弘
「
天
武
天
皇
所
生
皇
子
生
年
考
証
L

寓
葉
一

O
五

年
十
二
月

栗
林
史
子
「
天
武
朝
の
皇
子
」
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
術
二
七
集

一
九
九
O
年
二
月

荻
原
千
鶴
「
天
武
皇
子
の
序
列
に
つ
い
て
」

『日
本
古
代
の
神
話
と
文
学
』

塙
書
房
一
九
九
八
年

寺
西
前
掲
論
文

阿
蘇
前
掲
論
文
、
直
木
前
掲
論
文

こ
れ
ら
の
皇
子
遥
の
推
定
年
齢
は
、
諸
先
学
の
研
究
に
よ
り
ほ
ぼ
定
説
と

な
っ
て
い
る
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

宮
本
前
掲
論
文

荻
原
前
掲
論
文

拙
稿
(
塩
谷
名
義
)
「
志
貴
皇
子
系
譜
の
疑
問
」
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学

会
誌
お
一
九
八

O
年
三
月
参
照

松
崎
前
掲
論
文

本
稿
七
参
照

荻
原
前
掲
論
文

十
人
の
皇
子
の
う
ち
唯

一
磯
城
は
死
没
年
次
が
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
ハ

l
ラ

・
イ
シ
ュ
ト
ゥ
ヴ
ア
ン
氏
は
、
天
平
十
九
年
十
月
乙
巳
条
の

宣
命
に
、
天
武
朝
の
皇
子
で
廃
さ
れ
た
者
が
あ
っ
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て

い

る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
の
廃
さ
れ
た
皇
子
が
磯
城
で
あ
ろ
う
と
考
察
さ
れ

6 7 (8) 

(9) 

(
印
)

(
日
)
(ロ)
(
日
)

(
H
H
)
 

四



天
武
諸
皇
子
の
出
生
順
と
続
紀
の
序
列
基
準
に
つ
い
て

付
記

て
い
る
。

ハ
1
ラ
・イ
シ
ュ

ト
ゥ
ヴ
ア
ン
「
『懐
風
藻
』
の
撰
者
に
つ
い
て
」
高
禁
句

一
九
七

O
年
十
月

本
稿
脱
稿
後
、
黛
弘
道
氏
よ
り

『
「
目
色
部
長
時
」
孜
』
(
学
習
院
大
学
文

学
部
研
究
年
報
第
必
輯
平
成
十
一
年
度
)
の
玉
稿
を
賜
っ
た
。
そ
の
中

で
黛
氏
は
宍
人
部
と
忍
坂
(
刑
)
部
の
職
務
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
後
、
「
宍

人
臣
の
女
の
所
生
皇
子
が
忍
壁
と
命
名
さ
れ
た
の
も
、
同
皇
子
が
未
成
年
な

が
ら
選
ば
れ
て
石
上
神
宝
を
膏
油
を
以
て
釜
い
た
の
も
共
に
宍
人
部
と
忍
坂

四
回

(
刑
)
部
と
の
職
務
上
の
親
近
性
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
天
武
紀
三
年
の
忍
壁
皇
子
石
上
派
遣
の
記
事
は
忍
壁
第
二
子
説
の
一

つ
の
大
き
な
論
拠
で
あ
っ
た
。
が
、
黛
氏
が
説
か
れ
る
よ
う
に
元
々
忍
壁
皇

子
と
神
宝
を
官
油
で
釜
く
こ
と
が
結
び
つ
き
易
い
背
景
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

特
に
忍
壁
が
十
五
、
六
才
以
上
で
な
く
十
て
二
才
で
も
(
修
養
の
一
環
と

し
て
)
派
遣
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
た
か
と
思
う
。

(
た
け
い
ち
か
お
り

・
東
京
国
際
大
学
非
常
勤
講
師
)



霊童
Eヨ

評

伊
藤
博
氏
著

『
寓
葉
集
稗
注
』
(
一
ー
ー
十

を
中コ士
吉E
む
J I[ 

『禽
葉
集
稗
注
』
(
九
)
(
以
下

『稗
注
』
と
略
記
)
に
次
の
よ
う
な
こ
と
ば
が
あ

る。
「
筆
者
は
、
こ
こ
で
、
大
伴
家
持
に
謝
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
家

持
の
本
心
を
託
し
た
と
見
な
さ
れ
る
目
下
の
歌
群
の
第
三
首
、

暁

に

名

告

り

鳴

く

な

る

い

や

め

づ

ら

し

く

ゆ
る
か
も

ほ
と
と
ぎ
す

思
ほ

四
O
八
四

の
第
二
句
「
名
告
り
鳴
く
L

の
内
実
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
看
過
し
通
し
て

き
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
名
告
り
鳴
く
」
の
本
質
的
な
あ
り
方
に
着
目
し

て
家
持
を
論
じ
た
考
察
に
は
ま
だ
接
し
て
い
な
い
。

町
噴
の
念
は
増
す
ば
か

り
L
(
相
頁
)

こ
の
文
章
に
接
し
た
と
き
、
私
は
「
伯
牙
絶
弦
」
の
故
事
を
思
わ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
伊
藤
氏
の
、
大
伴
家
持
の
真
の
知
己
で
あ
り
た
い
と
い
う
切

な
る
思
い
が
、
私
に
も
伝
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
伊
藤
博
は
こ
こ
で
大
伴
池

伊
藤
博
氏
著

『高
葉
集
稗
注
』
(
一
十
こ
を
読
む

幸

慶

主
か
久
米
広
縄
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
小
生
は
貴
兄
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
理
解
が
足
り
な
か
っ
た
。
許
さ
れ

よ。
」
と
い
う
言
い
方
は
氏
が
池
主
や
広
縄
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
万
葉
の
世
界

に
入
り
こ
ん
だ
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

そ
れ
と
も
、
こ
れ
は
筆
者
の
妄
想
か
ジ
ョ

ー
ク
か
。
否
で
あ
る
。

『稗
注
』
は
氏
の
生
涯
の
研
究
を
集
大
成
し
た
大
著

『古
代
和
歌
史
研
究
』

(
1
1
8
)
を
基
盤
と
し
柱
と
し
て
生
成
発
展
熟
成
さ
せ
た
著
作
で
あ
る
。

寓
葉
集
の
よ
う
な
大
古
典
に
は
数
え
切
れ
な
い
量
の
論
や
説
が
存
在
す
る
。

筆
者
の
ご
と
き
凡
庸
な
学
者
は
、
こ
の
多
数
の
権
威
あ
る
7

先
行
論
文
に
行
き

な
ず
み
、
作
品
理
解
の
共
通
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
い
わ
ば
常
識
を
根
底
か

ら
疑
い
打
破
し
改
め
て
新
説
を
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
い
か
に
至
難
の

業
で
あ
る
か
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。

し
か
る
に
伊
藤
氏
は
こ
の
至
難
の
業
を
、

訓
話
の
学
と
手
堅
い
実
証
に
根

ざ
し
た
鋭
い
論
証
と
文
学
的
想
像
力
に
よ
る
す
ぐ
れ
た
仮
説
と
に
よ
っ
て

次
々
と
為
し
遂
げ
て
来
た
学
者
で
あ
る
。
氏
の
数
々
の
論
は
、
万
葉
集
の
風

四
五



伊
藤
博
氏
著

『寓
葉
集
務
注
』
(一

ーー
十
二
を
読
む

景
を
一
新
さ
せ
、
広
々
と
し
た
展
望
を
次
々
と
拓
い
て
来
た
と
い
え
る
。

氏
は

『古
代
和
歌
史
研
究
』
(
1
)
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
論
証
を

基
本
と
し
、
そ
れ
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
作
品

の
表
現
に
即
し
作
品
の
方
法
に
則

っ
て
古
代
文
学
を
考
え
る
こ
と
を
理
想
と

し
、
そ
れ
を
。
入
る
態
度
。
と
名
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
作
品
創
作
の
場
に
深

く
仲
間
入
り
す
る
と
き
、
は
じ
め
て
研
究
者
は
古
典
を
純
粋
に
語
る
こ
と
が

可
能
だ
と
氏
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
態
度
は
一
貫
し
て
崩
さ
な
か
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
寸
学
術
論
文
も
本
質
的
に
は
文
学
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
文
学
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
学
研
究
を
志
す
以
上
、
学
徒
に
も
、
根
低
に
お
い

て
、
か
よ
う
な
限
の
輝
き
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
」
と
し
「
対
象
が
ひ
そ

ま
せ
て
い
る
も
の
を
、
対
象
の
綜
合
的
世
界
に
一
度
も
二
度
も
仲
間
入
り
し

て
の
ち
に
語
る
こ
と
は
、
論
文
で
あ
り
文
学
で
あ
ろ
う
」
(
『古
代
和
歌
史
研

内
九
』

4

制
頁
)
と
も
語
る
の
で
あ
る
。

私
は
こ
こ
に
氏
の
古
典
学
に
対
す
る
強
固
な
志
と
覚
悟
を
感
じ
て
深
い
感

銘
を
受
け
、
勇
気
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

『緯
注
』
の
中
で
は
右
の
よ
う
な
研
究
の
方
法
や
態
度
を
語
る
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
、
論
証
を
専
ら
と
す
る
学
術
書
よ
り
さ
ら
に
自
在
に
万
葉
の
作

品
の
生
命
や
息
づ
か
い
に
直
裁
に
迫
る
こ
と
の
で
き
る

『稗
注
』
の
形
に
お

い
て
か
入
る
態
度
。
は
そ
の
本
然
の
力
を
発
揮
す
る
。
氏
は
生
き
生
き
と
想

四
六

像
力
を
働
か
せ
て
作
品
の
本
質
に
肉
迫
し
た
。

し
た
が
っ
て
こ
の
か
入
る
態
度
。
は
随
所
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
寸
藤
原
の
宮
の
役
民
の
作
る
歌
」
(
1
-
m
)
の
釈
文
の
一
部
は
次
の
ご
と

く
で
あ
る
。

「
こ
の
歌
の
作
者
を
柿
本
人
麻
呂
と
見
る
説
が
古
く
か
ら
あ
る
。
た
し
か

に
、
序
詞
の
部
分
を
除
け
ば
、
そ
の
語
設
の
大
部
分
は
人
麻
呂
の
駆
使
し
た

も
の
と
通
ず
る
。
し
か
し
、
一
首
の
調
べ
は
人
麻
呂
の
も
の
で
は
な
い
。
と

く
に
序
調
の
九
句
は
、
巧
み
に
過
ぎ
、
煩
雑
さ
を
極
め
、
そ
の
全
体
の
声
調

を
乱
し
、
人
麻
呂
の
声
に
似
て
も
似
つ
か
ぬ
。
」
(
『稗
注
』
一

m頁
)

私
に
は
人
麻
呂
の

ρ
声
。
や
H

調
べ
。
や
H

声
調
。
を
聞
き
と
る
能
力
も

自
信
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
が
作
者
の
判
定
に
ど
れ
だ
け
有
効
な

の
か
は
判
断
が
つ
き
か
ね
る
。

し
か
し
著
者
は
、
人
麻
呂
に
直
に
接
し
た
者
の
ご
と
く
に
、
自
信
に
み
ち

た
物
言
い
で
判
定
を
下
す
。
人
麻
呂
の
作
品
の
深
奥
の
秘
密
を
し
っ
か
り
と

わ
が
掌
中
に
握
っ
た
と
い
う
確
信
が
な
げ
れ
ば
こ
の
よ
う
に
は
書
け
な
い
。

著
者
は
そ
こ
ま
で
入
っ
た
の
で
あ
る
。

か
ぱ
ね

も
う
一
例
を
あ
げ
て
み
る
。
「
大
津
皇
子
の
屍
を
葛
城
の
二
上
山
に
移
し

葬
る
時
に
、
大
伯
皇
女
の
哀
傷
し
び
て
作
ら
す
歌
二
首
」
の
釈
文
で
あ
る
。

著
者
は
「
持
統
元
年
(
六
七
八
)
二
月
、
馬
酔
木
の
花
の
咲
く
頃
の
歌
と
思

わ
れ
る
。
大
津
皇
子
の
屍
を
、
お
そ
ら
く
そ
の
生
前
の
宮
磐
余
の
宮
に
営
ま



れ
た
照
宮
か
ら
二
上
山
頂
の
墓
陵
に
移
葬
し
た
時
の
詠
で
あ
る
ら
し
い
。
」

と
始
め
「
六
首
の
歌
の
歌
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
、

二
人
は
死
ぬ
こ
と
が
な
い
。

言
語
の
力
、
文
学
の
底
力
に
お
の
の
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
」
と
結
論
し

さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
人
は
、
秋
十
月
下
旬
か
十
一
月
初
旬
、
明
日
香
東
方
の
岡
寺
と
大
原
を

つ
な
ぐ
山
懐
に
作
ん
で
、

二
上
山
の
落
田
を
見
る
が
よ
い
。
そ
し
て
、
当
面

二
首
の
歌
を
静
か
に
吟
む
が
よ
い
。
涙
が
と
ど
め
な
く
伝
わ
る
時
、
二
上
山

は
沈
む
夕
日
に
く
っ
き
り
押
し
出
さ
れ
な
が
ら
、
大
津
と
大
伯
の
霊
魂
を
載

せ
た
ま
ま
、
ぐ
ん
ぐ
ん
近
づ
い
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。
」(
『稗
注
』

一

頁

た
だ
し
現
今
の
研
究
の
段
階
で
は
、
大
津
は
二
上
山
山
麓
に
葬
ら
れ
た
と

考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
(
た
と
え
ば
西
宮
一
民
寸
歌
の
表
現
と
理
解
」
美
夫

君
志
お
号
)
。
し
か
し
た
と
え
大
津
の
墓
が
山
麓
に
あ
ろ
う
と
も
二
上
山
は

大
津
の
魂
の
在
り
処
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。

人
が
真
実
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
も
の
に
触
れ
た
時
、
そ
の
ふ
る
え
る

よ
う
な
感
動
は
、

お
そ
ら
く
美
に
悲
し
む
と
で
も
表
現
す
る
よ
り
ほ
か
に
、

形
容
し
難
い
の
で
あ
る
。

著
者
は
こ
こ
で
直
に
大
伯
の
魂
の
真
実
を
感
得
し
務
泥
と
涙
す
る
の
で
あ

る
。
文
芸
を
享
受
す
る
者
の
よ
ろ
こ
び
は
と
こ
に
尽
き
る
。

た
だ
誤
解
を
怖
れ
て
一
言
い
う
。
こ
れ
は
近
代
人
の
単
な
る
感
傷
で
は
な

伊
藤
博
氏
著

『前
向
葉
集
稗
注
』
(一ー
l
十
二
を
読
む

い
か
。
と
れ
も
否
で
あ
る
。
著
者
は
常
に
古
代
の
論
理
に
従
っ
て
筆
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
本
蓄
を
読
め
ば
瞭
然
と
し
て
い
る
。
著
者

は
い
〉
つ
。

「
近
代
の
感
想
は
往
々
に
し
て
万
葉
歌
人
の
栄
光
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ

る
。
」
(
『稗
注
』
三

別
頁
)

「
近
代
人
に
と
っ
て
不
審
で
あ
る
か
ら
と
い

っ
て
、
も
は
や
還
ら
ぬ
作
者

に
責
任
を
な
す
り
つ
け
る
の
は
、
近
代
人
の
横
暴
で
し
か
な
い
。
」
(
『稗
注
』

日
頁
)

3邸

こ
の
言
は
、
著
者
が
近
代
的
立
場
の
、
い
わ
ゆ
る
か
切
る
態
度
。
か
ら
は

い
か
に
遠
い
か
を
示
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
科
学
と
技
術
の
世
界
に
生
き
て

い
る
ゆ
え
に
、
古
代
の
人
た
ち
が
仰
ぎ
見
た
太
陽
を
、
私
た
ち
も
同
じ
よ
う

に
見
て
い
る
な
ど
と
考
え
た
ら
大
き
な
誤
り
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
へ
の
自

覚
は
ど
れ
ほ
ど
深
く
あ
っ
て
も
古
代
の
言
説
に
接
す
る
に
不
足
す
る
こ
と
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
著
者
は
霊
魂
や
地
霊
や
神
や
嘆
き
の
霧
に
至
る
ま
で
細

心
に
古
代
の
思
考
の
論
理
に
沿

っ
て
筆
を
進
め
て
い
る
。

そ
れ
故
に
著
者
の
涙
は
想
像
力
に
よ
っ
て
古
代
人
の
魂
の
営
み
に
参
加
し

た
、
深
い
共
感
に
よ
る
感
動
な
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
論
理
的
思
考
と
想
像
力
と
い
う
、

一
見
対
照
的
と
も
見
え
る
能

力
が
精
神
の
内
奥
で
絢
い
合
わ
さ
れ
て
い
な
い
思
考
は
貧
困
な
の
で
あ
る
。

古
代
は
論
理
的
な
推
理
と
想
像
に
よ
っ
て
の
み
生
き
生
き
と
そ
の
姿
を
顕
わ

四
ー七



伊
藤
博
氏
著

『禽
葉
集
緯
注
』
(
一
十
こ
を
読
む

し
て
来
る
。

著
者
は
こ
の

『稗
注
』
に
よ
っ
て
、
そ
の
理
想
と
し
た
、
確
固
と
し
た
学

術
の
書
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
自
体
が
文
学
で
あ
り
う
る
も
の
を
創
り
上
げ

た
の
で
あ
る
。

読
書
の
よ
ろ
こ
び
は
、
単
に
情
報
を
入
手
し
、
そ
れ
を
消
費
し
て
済
む
こ

と
で
は
な
く
、
自
分
以
外
の
特
定
の
、
そ
れ
も
す
ぐ
れ
た
他
人
の
脳
を
ま
る

ご
と
共
有
し
、
そ
の
創
造
の
場
に
立
ち
合
い
、
そ
の
背
後
に
広
が
る
著
者
の

内
部
世
界
を
自
ら
の
も
の
と
し
、
己
を
深
め
変
革
し
て
行
く
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
著
の
全
ペ

ー
ジ
数
は
七
三
八
四
。
一
冊
平
均
六
六
八
頁
。
各
冊
に
添

え
ら
れ
た
美
し
い
口
絵
写
真
の
ぺ

1
ジ
は
こ
の
数
字
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い

t
、A
O

+
匂
し私
は
著
者
の
〈
『蔦
葉
稗
注
』
の
発
刊
に
あ
た
っ
て
〉
(
『稗
注
』
こ
の
指

示
に
し
た
が
っ
て
、
全
体
を
一
つ
の
構
造
物
と
し
て
一
貫
し
た
読
物
と
し
て
、

一
夏
、
禁
欲
的
に
こ
の
書
を
読
み
通
し
、
そ
の
結
果
の
感
想
が
右
の
よ
う
で

あ
っ
た
。

そ
し
て
著
者
が
全
身
全
霊
で
も
っ
て
こ
の
書
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
を
感
得

し
た
。著
者
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
万
葉
集
の
注
釈
書
は
、
従
来
、
辞
書
の
一

四
Ji、

種
で
あ
る
こ
と
を
志
向
し
つ
づ
け
て
き
た
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
論
文
や
小
説

の
よ
う
に
読
み
継
い
で
ゆ
く
も
の
で
は
な
く
、
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
や
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
を
中
心
に
、
あ
ち
こ
ち
拾
い
読
み
さ
れ
る
こ
と
を
み
ず
か
ら

求
め
て
き
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
す
ぐ
れ
た
伝
統
の
姿

と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
万
葉
集
二
十
巻
に
つ
い
て
大
き
な
体
系
を
有
す
る

一
つ
の
作
品
体
と
考
え
る
本
書
、
歌
群
の
位
置
と
構
成
に
関
心
を
注
ぎ
な
が

ら
「
釈
文
」
を
主
体
と
し
て
展
開
さ
れ
る
本
書
は
、
辞
書
と
し
て
の
み
扱
わ

れ
る
こ
と
を
望
ま
な
い
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
本
書
は
、
万
葉
集
二

十
巻
と
い
う
H

作
品
u

に
対
す
る
一
貫
し
た
読
み
物
で
あ
る
。
一
字
一
句
を

尊
重
す
る
と
い
う
姿
勢
を
貫
き
な
が
ら
、
懸
命
か
つ
自
由
に
繰
り
広
げ
ら
れ

た
万
葉
の
物
語
で
あ
る
。
よ
っ
て
読
者
に
は
、
で
き
る
こ
と
な
ら
、
本
書
に

つ
い
て
、
「
釈
文
」
を
中
心
に
、
順
序
を
追
っ
て
読
み
継
い
で
行
っ
て
下
さ

る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。L
(

『稗
注
』
一

問
頁
)

こ
の
言
葉
は
万
葉
集
を
読
み
解
く
強
固
な
方
法
と
し
て

『騨
注
』
全
体
を

貫
き
通
し
て
い
る
。
具
体
的
な
も
の
に
即
さ
な
い
方
法
論
は
意
味
を
な
さ
な

い
が
、
著
者
は
全
て
の
作
品
に
即
し
て
こ
の
方
法
を
通
す
の
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
方
法
を
貫
徹
し
た
強
靭
な
意
志
と
知
と
が
こ
の
蓄
を
独
創
的
な
も
の

に
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
万
葉
集
全
体
を
、
体
系
を
持
つ
構
造
物
と
し
て
読
む
と
共
に
、

歌
群
の
形
と
し
て
も
読
み
、
さ
ら
に
歌
群
を
成
さ
な
い
歌
も
、
釈
文
を
主
と



す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
に
細
分
化
さ
れ
た
語
注
の
積
み
重
ね
に
よ
る
歌
意

の
解
釈
に
終
る
の
で
は
な
い
、
具
体
的
な
社
会
に
生
き
て
生
活
し
た
一
人
の

人
間
の
作
成
物
と
し
て
の
歌
が
総
体
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
読
む
の
で
あ

る
例
を
あ
げ
て
み
る
。
た
と
え
ば
「
梅
花
の
歌
三
十
二
首
(
併
せ
て
序
)
」
の

最
後
に
付
さ
れ
た
釈
文
の

一
部
で
あ
る
。

「
横
に
い
る
人
、
前
に
い
る
人
の
歌
詠
に
気
を
配
る
こ
と
は
、
日
本
の
短

歌
が
民
謡
と
し
て
起
こ
っ
た
そ
も
そ
も
の
は
じ
め
か
ら
の
し
き
た
り
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
そ
れ
が
順
次
洗
練
さ
れ
て
、
天
平
大
宰
府
の
集
宴
で
は
、
三
二

首
も
の
緊
密
な
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
花
を
聞
い
た
。
一
首
一
首
に
は
、
取
り

立
て
て
秀
吟
と
す
べ
き
作
は
少
な
い
。
け
れ
ど
も
、
。
園
梅
の
賦
。
と
い
う

課
題
の
も
と
で
は
、
ど
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
位
置
を
占
め
、
互
い
は
互
い
の
関
連

に
お
い
て
呼
吸
し
、
そ
し
て
輝
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
、
集
団
の
中
か
ら
任

意
に
一
首
を
取
り
出
し
て
行
な
う
鑑
賞
法
が
、

『万
葉
集
』
の
本
来
の
姿
に

と
っ
て
い
か
に
危
険
で
あ
る
か
を
端
的
に
教
え
る
一
例
と
い
え
よ
う
。
(
中

略
)
三
十
二
人
が
相
継
い
で
詠
を
な
し
て
、
乱
れ
ぬ
体
系
を
完
結
し
た
。
こ

れ
は
驚
く
べ
き
営
み
で
あ
る
。
万
葉
歌
は
こ
こ
ま
で
発
達
し
て
お
り
、
そ
れ

は
、
人
聞
が
集
団
と
し
て
生
き
る
場
合
の
、
生
き
ざ
ま
の
貴
重
な
規
範
と
も

川
頁
山
頁
)

な
る
で
あ
ろ
う
。
」
(
『緯
注
』
三

こ
の
文
章
は
著
者
の
「
圏
梅
の
賦
」
(
『万
葉
集
の
歌
人
と
作
品
』
下
)
の
論
に

伊
藤
博
氏
著

『寓
葉
集
緯
注
』
(
一
|
十
二
を
読
む

基
づ
い
て
展
開
さ
れ
て
い

る
。
私
は
若
き
日
に
こ
の
論
を
読
ん
だ
時
の
新
鮮

な
衝
撃
を
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
す
る
。

こ
の
方
法
は
作
者
未
詳
歌
群
を
も
貫
い
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
た
と

え
ば

「
つ
な
ぎ
L

と
い
う
語
が
あ
る
。
著
者
の
い
う
寸
つ
な
ぎ
」
と
は
、

A

を
素
材
と
す
る
歌
群
か
ら

B
を
素
材
と
す
る
歌
群
へ
と
歌
を
配
列
し
て
い
く

場
合
、

A
群
の
最
後
に
何
ら
か
の
形
で
B
群
と
も
か
か
わ
り
の
あ
る
歌
を
据

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
双
方
の
歌
群
を
つ
な
い
で
い
く
手
法
を
言
う
。

「
巻
七
・
十

・
十

一
・
十
二

・
十
三
・
十
四
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
作
者
未

詳
歌
を
多
数
含
む
歌
巻
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
つ
な
ぎ
」
と
い
う
こ
と
を
考

慮
し
て
歌
を
味
わ
う
こ
と
が
大
切
で
、
こ
の
姿
勢
は
、
従
来
見
え
な
か
っ
た

万
葉
歌
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
る
重
要
な
鍵
に
な
る
」
。
そ
し
て
コ
つ
な
ぎ
L

に
着
目
す
る
こ
と
は
、
万
葉
編
者
と
仲
間
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
万
葉

歌
の
読
解
や
鑑
賞
に
は
、
む
ろ
ん
、
編
者
の
意
識
を
無
視
し
て
作
者
そ
の
も

の
と
付
き
合
う
姿
勢
も
肝
要
で
あ
る
。
む
し
ろ
一
首
一
首
の
作
者
と
仲
間
に

な
る
こ
と
の
方
が
基
本
的
で
あ
り
、
よ
り
重
要
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
さ
え
忘

れ
な
け
れ
ば
、
編
者
の
立
場
を
も
思
う
姿
勢
は
、
万
葉
の
世
界
の
厚
み
に
対

す
る
理
解
を
倍
加
す
る
こ
と
必
定
で
あ
る
。
」
(
『稗
注
』
凹
印
刷
頁
)

も
ち
ろ
ん
「
つ
な
ぎ
L

が
未
詳
歌
の
配
列
方
法
解
明
の
た
め
の
全
て
で
は

な
い
。
私
に
与
え
ら
れ
た
紙
幅
が
少
な
い
ゆ
え
一
つ
取
上
げ
て
み
た
の
み
で

あ
る
。

四
九



伊
藤
博
氏
著

『高
葉
集
棒
、
在
』
(
一
ー
ー
十
こ
を
読
む

し
か
し
何
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
の
は
個
々
の
歌
を
対
象
と
し
た
と
き
の
把

握
の
的
確
さ
と
深
さ
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
将
来
配
列
に
関
す
る
仮
説
の
い
く
つ
か
は
く
ず
さ
れ
る
に
ち
が

い
な
い
。
そ
し
て
さ
り
げ
な
く
新
し
い
解
釈
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
奥
ゆ

か
し
い
釈
注
も
、
部
分
的
な
事
柄
に
対
す
る
穿
さ
く
が
深
ま
れ
ば
訂
正
さ
れ

る
個
所
が
出
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
く
に
こ
の
著
作
は
二

十
世
紀
の
最
後
に
達
成
さ
れ
た
、
最
高
レ
ベ
ル
の
、
万
葉
学
の
綜
合
さ
れ
た

注
釈
書
と
し
て
、
信
頼
で
き
る
規
範
の
書
と
し
て
、
横
綱
の
胸
を
借
り
る
関

取
衆
の
よ
う
に
多
く
の
学
者
た
ち
が
安
心
し
て
ぶ
つ
か

っ
て
来
る
に
違
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
学
問
に
と
っ
て
望
ま
し
い
こ
と
で
も
あ
る
。

著
者
は
自
説
と
は
異
な
る
論
説
を
至
る
と
こ
ろ
で
取
り
上
げ
て
い
る
し
、

自
ら
の
旧
説
を
否
定
し
さ
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。
し
か
も
新
し
い
説
を
常

に
〔
補
〕
の
部
分
で
取
上
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
著
者
の
学
問
的
良
心
と
、
学

問
に
傾
注
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
さ
ま
じ
い
ば
か
り
の
量
と
、
い
ま
だ
生
成

発
展
を
つ
づ
け
る
学
問
の
在
り
方
を
感
じ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
最
先
端
の
最

古
向
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
多
岐
に
わ
た
り
、

し
か
も
細
分
化
さ
れ
た
現
今
の
万
葉
学
の
業
績
の
全
て
に
目
を
通
す
こ
と
は

す
こ
ぶ
る
困
難
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
す
ぐ
れ
た
学
者
で
あ
る
こ
と
は
、
自
ら
の
分
野
の
論
文
の
全

五
O 

て
を
読
み
こ
な
し
よ
く
覚
え
て
い
る
か
否
か
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
論

文
が
よ
く
て
、
ど
の
論
文
が
捨
て
去
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
を
鋭
く
見
抜
く

能
力
に
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
も
著
者
の
説
に
将
来
訂
正
が

施
さ
れ
る
部
分
が
出
て
来
る
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
こ

の
著
の
欠
点
で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
学
術
書
の
運
命
で
あ
り
、
常
に
相
互
に

批
判
し
つ
つ
前
進
す
る
学
問
と
い
う
も
の
の
性
格
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
著
作
の
真
骨
頂
は
そ
う
し
た
区
々
の
事
例
の
批
判
を
超
え
た

と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
著
作
は
単
に
学
問
の
情
報
と
し
て
消
費
さ

れ
て
し
ま
う
体
の
仕
事
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
著
作
か
ら
は
、
本
物
の
芸
術
が
持
つ
の
と
同
じ
、
強
烈
に
し
て
自
由

な
そ
し
て
古
び
る
こ
と
の
な
い
力
が
放
射
さ
れ
て
い
る
。
人
間
性
へ
の
周
到

な
し
か
も
優
し
い
顧
慮
と
、
深
い
思
索
に
基
づ
く
内
面
へ
の
凝
視
が
、
変
え

よ
う
の
な
い
人
間
の
普
遍
の
真
実
と
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
微
と
を

と
ら
え
、
そ
れ
を
す
ぐ
れ
た
表
現
と
し
て
結
晶
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
著
者
の
ま
な
ざ
し
の
力
は
、
集
団
の
潜
在
意
識
と
も
い
う
べ
き
、

根
生
い
の
生
活
や
思
想
に
由
来
す
る
民
衆
の
言
語
の
力
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

文
章
が
一
つ
の
コ
ス
モ
ス
と
し
て
、
否
応
な
し
に
そ
れ
自
体
と
し
て
生
き
て

い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

個
体
の
生
命
を
超
え
て
存
続
す
る
仕
事
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
個
々
の
文
章
の
一
つ
一
つ
に
言
及
し
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
る
が
そ



の
紙
幅
を
与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
読
者
は
お
の
お
の
味
読
さ
れ
ん
こ
と
を

願
う
の
み
で
あ
る
。

万
葉
集
全
体
の
注
釈
書
は
、
そ
の
時
代
の
そ
の
分
野
の
あ
ら
ゆ
る
学
問
の

綜
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
が
ひ
と
り
の
人
間
の
頭
脳
の
中
に

集
積
さ
れ
統
合
さ
れ
、
そ
の
頭
脳
を
通
し
て
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
彼
が
ひ
と
り
荒
野
に
あ
っ
て
成
し
得
た
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
著

作
は
そ
れ
が
彼
の
頭
脳
を
通
る
時
に
彼
自
身
の
個
性
が
く
っ
き
り
と
刻
印
さ

れ
て
出
て
来
る
と
は
い
え
、
良
き
著
作
に
は
良
き
時
代
の
刻
印
も
ま
た
そ
こ

に
押
さ
れ
て
い
る
。

私
に
は
、
著
者
を
含
め
た
一
九
四
五
年
に
二
十
歳
で
あ
っ
た
青
年
を
標
準

と
し
て
前
後
数
年
に
百
一
る
人
た
ち
が
、
俊
英
な
学
者
と
し
て
成
長
し
て
、
こ

の
国
の
二
十
世
紀
後
半
の
日
本
文
学
研
究
の
レ
ベ
ル
を
大
幅
に
引
き
上
げ
学

界
を
牽
引
し
て
来
た
よ
う
に
、
思
わ
れ
る
。

何
故
な
の
か
。
彼
ら
よ
り
ほ
ぽ
十
年
遅
れ
て
学
界
の

一
隅
に
参
加
し
た
私

は
、
彼
ら
先
輩
た
ち
を
舷
し
く
眺
め
な
が
ら
そ
の
理
由
を
考
え
た
も
の
で
あ

る
。
今
、
私
は
、
彼
ら
が
あ
れ
だ
け
熱
中
し
て
学
問
に
参
加
し
た
の
は
、
彼

ら
が
イ
ニ
シ
エ

l
シ
ヨ
ン
に
等
し
い
試
練
を
否
応
な
し
に
潜
り
抜
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
と
解
釈
し
て
い
る
。

伊
藤
博
氏
著

『寓
葉
集
晦
雲
仙
』
(
一
十
二
を
読
む

著
者
の
世
代
は
第
二
次
大
戦
の
末
期
、
毎
日
を
死
と
向
き
合
っ
て
い
た
。

敗
戦
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
全
く
異
な
る
価
値
観
や
生
活
の
中

に
放
り
出
さ
れ
る
。
エ
リ
ア

l
デ
に
よ
れ
ば
、
近
代
世
界
の
特
色
の
一
つ
は
、

実
存
条
件
の
根
本
的
変
革
と
い
う
べ
き
、
深
い
意
義
を
持
つ
イ
ニ
シ
エ

1
シ

ヨ
ン
を
失
っ
た
こ
と
だ
と
い
う
(
『生
と
再
生
』)
。
し
か
し
彼
ら
の
世
代
は
八

月
十
五
日
を
機
に
、
哲
学
的
に
い
え
ば
実
存
条
件
の
根
本
的
変
革
に
み
ま
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

一
人
ひ
と
り
の
青
年
に
と
っ
て
そ
れ
は
形
を
変
え
た
イ
ニ

シ
エ

l
シ
ヨ
ン
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
近
代
世
界
に
生
き

な
が
ら
彼
ら
は
脱
皮
し
美
し
く
変
身
を
遂
げ
え
た
の
で
あ
る
。

私
は
先
輩
の
い
く
た
り
か
に
そ
の
時
の
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
彼

ら
は
ほ
ぼ
一
様
に
い
う
。
と
に
か
く
学
問
が
で
き
る
こ
と
が
無
上
に
う
れ
し

か
っ
た
と
。
生
き
の
び
る
こ
と
の
で
き
た
青
春
の
生
命
の
よ
ろ
こ
び
は
、
爆

発
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
学
問
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
の

若
者
た
ち
に
こ
の
よ
ろ
こ
び
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
著
者
も
ま
た
こ
の
よ

ろ
こ
び
と
熱
気
の
中
で
よ
き
師
と
よ
き
友
に
め
ぐ
ま
れ
て
学
を
成
し
て
行
つ

た
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
「
昭
和
三
十
五
年
(
一
九
六

O
)
頃
、
津
潟
家
の
研
究
会
で

云
々
」
(
『糠
注
』
七

附

頁
)
が
あ
る
。
具
体
的
な
顔
触
れ
は
そ
こ
に
は
書
か

れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
年
代
に
至
る
ま
で
、
津
潟
博
士
を
中
心
に
据
え
た
京

大
出
身
の
津
潟
門
下
の
俊
英
た
ち
の
切
磁
琢
磨
す
る
熱
気
が
そ
こ
に
あ
っ
た

五



伊
藤
博
氏
著

『帯
同
葉
集
穣
注
』
(
一
十
二
を
読
む

と
感
ず
る
。

ま
た
著
者
と
師
と
の
関
係
の
う
る
わ
し
さ
は
羨
望
に
価
す
る
。
た
と
え
ば

巻
十
、

一
九
一
七
「
春
雨
に
衣
は
い
た
く
通
ら
め
や
七
日
し
降
ら
ば
七
日
来

じ
と
や
」
の
釈
注
の
部
分
で
あ
る
。

「
勤
務
校
の
雑
務
に
追
わ
れ
て
、
近
く
に
住
み
な
が
ら
一
か
月
ば
か
り
足

遠
に
な
っ
た
時
、
湾
潟
久
孝
先
生
か
ら
、
こ
の
歌
を
墨
書
し
た
短
冊
を
頂
い

た
こ
と
が
あ
る
。
遊
び
に
来
て
ほ
し
い
と
い
う
先
師
の
熱
い
心
を
知
っ
て
、

い
た
く
感
動
し
た
経
験
が
筆
者
に
は
あ
る
。
短
冊
は
、
今
に
た
い
せ
つ
に
架

蔵
さ
れ
て
い
る
(
写
真
参
照
)
。
L
(

『糠
注
』
五
湖
頁
)

稗
注
十
巻
(
別
巻
を
除
く
)
の
中
に
、
私
た
ち
は
、
信
濃
の
山
村
に
生
ま
れ

た
一
人
の
若
者
が
、
厳
父
慈
母
の
膝
下
に
お
い
て
生
き
た
自
然
の
中
で
育
ち
、

農
村
の
日
常
を
体
験
し
、
都
会
に
出
て
一
個
の
学
者
と
し
て
立
つ
に
至
る
軌

跡
を
、
い
く
つ
か
の
短
編
小
説
の
よ
う
な
美
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

現
代
の
日
本
社
会
は
農
業
を
基
本
と
す
る
生
活
が
急
速
に
崩
壊
し
、
農
村

的
な
価
値
観
や
生
活
感
覚
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
万
葉
集
は
農
村
的
な
色
彩

を
色
濃
く
持
つ
、

ゆ
え
に
著
者
の
よ
う
に
万
葉
集
を
具
体
的
な
自
ら
の
体
験

に
よ
っ
て
も
読
む
こ
と
の
で
き
る
人
は
幸
で
あ
り
、
貴
重
な
存
在
な
の
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
、
次
の
世
紀
に
お
い
て
万
葉
集
は
完
全
な
異
文
化
と
し
て
読

ま
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

五

著
者
は
「
愚
拙
」
で
あ
る
こ
と
を
理
想
と
し
、
書
斎
を
「
愚
拙
庵
」
と
名

づ
け
て
い
る
と
い
う
(
『務
注
』
八
仰
頁
)
。
そ
れ
は
「
愚
公
移
山
」
の
愚
で

あ
ろ
う
し
「
回
や
違
は
ざ
る
こ
と
愚
の
如
し
」
の
愚
で
あ
ろ
う
。
ひ
た
す
ら

に
学
の
成
就
を
庶
幾
し
世
俗
の
名
利
を
顧
慮
し
な
い
生
き
方
を
え
ら
ん
だ
人

間
の
倫
理
は
一
種
の
愚
で
あ
ろ
う
。
私
は
こ
の
生
き
方
の
中
に
著
者
の
父
上

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
社
会
を
長
く
実
質
的
に
支
え
て
来
た
健
全
な
農
民

た
ち
の
魂
と
土
性
骨
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
全
て
の
綜
合
が

こ
の
巨
大
な
著
作
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

著
者
の
成
し
た
仕
事
は
そ
そ
り
立
つ
山
塊
の
よ
う
で
あ
る
。
非
力
の
筆
者

い
よ
い

は
「
之
を
仰
げ
ば
弥
よ
高
く
、
之
を
鏡
れ
ば
弥
よ
竪
し
」
(
『論
語
』)
と
嘆
く

の
み
で
あ
る
。
た
だ
言
え
る
こ
と
は
、
こ
の
著
作
が
、
二
十
世
紀
後
半
の
万

葉
学
を
集
大
成
し
、
し
か
も
伊
藤
博
の
個
性
を
も
く
っ
き
り
と
刻
印
し
た
今

世
紀
最
高
の
最
後
の
注
釈
書
と
し
て
後
の
世
ま
で
残
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ

と
の
み
で
あ
る
。
(
叩
・
ロ
・
却
記
)

(『寓
葉
集
稗
注
』

一
一
九
九
五
年
十
一
月
発
行
。

『寓
葉
集
稗
注
』
十

一

|
一
九
九
九
年
三
月
発
行
。
集
英
社

A
五

版

函

入

全

ペ

ー
ジ

数

七

三
八
四
ペ

ー
ジ
。
各
巻
9
、
5
0
0
円

1
2
、
6
0
0
円
。
)
な
お
二
千
年

五
月
に
(
原
文
篇
)
・
(
各
句
・
人
名
索
引
篇
)
が
出
版
さ
れ
た
。

(
な
か
が
わ

ゆ
き
ひ
ろ

・
日
本
大
学
教
授
)
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O
蔦
葉
学
会
第
五
三
回
全
国
大
会

平
成
十
二
年
度
の
全
国
大
会
を
香
川
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
よ

う
に
開
催
し
ま
す
。

三コ
ロu

開
催
日

平
成
十
二
年
十
月
十
四
日
(
土
)
か
ら
十
七
日
(
火
)
ま
で

第
一
日
(
十
月
十
四
日
)

公
開
講
演
会
(
サ
ン
ク
リ
ス
タ
ル
高
松
(
高
松
市
立
図
書
館
)
視
聴
覚
ホ
ー
ル
)

讃
岐
の
国
府
と
文
学

聖
な
る
時
空

香

川

大

学

教

授

佐
藤
恒
雄
氏

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

井
手

至
氏

懇
親
会
(
香
川
大
学
学
生
会
館
食
堂
)

第
二
日
(
十
月
十
五
日
)

研
究
発
表
会
(
香
川
大
学
教
育
学
部

四
一
五
講
義
室
)

第
三

・
四
日
(
十
月
十
六
・
十
七
日

研
修
旅
行
(
讃
岐
の
文
学
遺
跡
)

高
松
駅
(
集
合
)
讃
岐
国
分
寺
讃
岐
国
府
跡
|
網
の
浦
(
坂
出
市
松
山

か
)
・
道
真
松
山
館
l
白
峰
(
崇
徳
院
陵
)
|
雲
井
御
所
碑
沙
弥
島
(
人
麻
呂

歌
碑
等
)
|
宇
多
津
(
泊
)
|
善
通
寺
(
西
行
遺
跡
)
|
牟
礼
(
源
平
古
戦
場
)

予

""-
Eコ

屋
島
山
頂
冠
線
神
社
(
天
治
本
寓
葉
集
)
|
高
松
空
港
|
高
松
駅
(
解
散
)

O
研
究
発
表
者
募
集

内
nそ，

壬ot

上
代
の
言
語
・
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

時
間

発
表
二
十
五
分

質
疑
応
答
十
五
分

応
募
締
切

平
成
十
二
年
六
月
三
十
日
(
水
)

研
究
発
表
ご
希
望
の
方
は

題
名
・
氏
名

・
所
属
を
明
記
の
上
、
要
旨
(
八
百
字
以
内
)
を
添
え
て

学
会
本
部
(
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
内
)
あ
て
に
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

な
お
、
発
表
を
お
願
い
す
る
場
合
に
は
、
八
月
末
日
ま
で
に
要
項
集
の
版

下
原
稿
の
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
今
年
度
あ
る
い
は
昨
年
度
の
要
項

集
を
ご
参
照
の
上
、
予
め
ご
用
意
下
さ
い
。

五



訂補簿名貝
.d、
:z:;; 

電 話番号所住屯!o名氏

会
員
名
簿
補
訂

変更(改姓・変更 ・表示を含む)

042-343-5723 小平市天神町2-205-1
サンク レール小平A505187-0004 尋千回石

羽曳野市羽曳が丘西2-4-64583-0865 彦善乾

052-803-0332 
名古屋市天白区植田南2-1707
フジエコーポ206468-0053 さやか上井

07443-4-0770 
奈良県磯城郡田原本町392-1
シャトーエ トワ- 1レ101636-0300 孝井野口

0742-36-5120 
奈良市恋の窪3-6-10 アステイ
オン飛鳥A103 坪井様方630-8136 史井ノ口

087-835-6550 子弘内岡

042-331-0749 
稲城市若葉台4-35
ノマークヒルズJ-701206-0824 行一一=一ロ

イ)11 梶

0422-32-8293 
三般市大沢2-20-32
大沢宿舎2-404

桑名市福江町62-3A

181-0015 子晃回倉

0977-23-2761 別府市石垣西10-1-17-204

高崎市台新田町42

511-0833 

874-0910 

香

明

美

智

藤

回

後

佐

027-320-2399 370-1206 之正間瀬

東京都杉並区宮前2-15-2168-0081 香織
塩谷)

武 市
(1日姓

大韓民国 釜山市南区大淵了洞
599-1釜慶大学校日語日文学科 051-620-6713 608-737 植建雀

帝塚山短期大学図書館)(旧
帝塚山大学学園前
キャンパス図書館

0884-22-4454 阿南市富岡町あ石17-1
ハイグレードマンション401774-0030 文浩織錦

044-945-6287 川崎市多摩区菅5-1-10-202214-0001 子恵口野

0722-33-4759 捨瀬広

福岡女学院短期大学図書館)(1日
福岡女学院大学日佐
キャンパス図書館

奈良市四条大路1-5一21
ハイツ平沼302630-8014 美清浦松

五
四0824-21-0280 

075-326-0773 

東広島市西条下見 5丁目2-41-
108 

京都市右京区西院日照町47-1
J¥雲マンション101

739-0047 

615-0065 

克真

亮

i時

音日

山

渡



編

輯

後

記

O
百
七
十
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
先
号
に
続
き
頁

数
が
や
や
不
足
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
綱
渡
り

の
編
輯
を
続
け
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
の
企
画
で
無
審
査
の
発
表
の
場

が
増
え
、
審
査
の
あ
る
学
会
誌
へ
は
、
な
か
な
か

投
稿
し
て
い
た
だ
け
な
い
の
か
と
も
思
い
ま
す
が
、

学
会
誌
の
維
持
は
、
学
会
に
と
っ
て
最
も
根
幹
に

関
わ
る
問
題
で
す
。
ご
理
解
下
さ
い
。

O
鉄
野
氏
の
論
は
、
平
成
九
年
の
全
国
大
会
の
発
表

に
基
づ
い
た
も
の
。
そ
の
後
の
熟
考
の
成
果
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
富
原
氏
の
は
、
従
来
、
憶
良

作
に
の
み
目
が
行
き
が
ち
だ
っ
た
熊
凝
歌
群
を
、

陽
春
作
歌
を
中
心
に
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
。
武

市
氏
の
は
、
近
年
ほ
ぽ
固
ま
り
つ
つ
あ
る
天
武
諸

皇
子
の
出
生
順
に
関
す
る
も
の
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、

今
後
の
展
開
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

中
川
氏
に
は
伊
藤
代
表
の
稼
注
の
書
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

O
前
号
で
も
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
の
学
会

は
、
香
川
大
学
に
お
願
い
し
、
現
在
、
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
石
大
橋
の
開
通
で
、
四
国

へ
渡
る
方
法
が
ま
た
一
つ
増
え
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
高
松
駅
の
構
造
は
ま
だ
以
前
の
ま
ま
な
の
で

し
ょ
う
か
。
本
号
に
も
、
研
究
発
表
の
案
内
を
し

て
い
ま
す
が
、
締
め
切
り
ま
で
に
多
数
の
ご
応
募

が
あ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
(
乾
善
彦
)

。

お

願

い

〈〉

ー

論
文
の
投
稿
、
書
籍

・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
醤
で
「

0
0

九

O
O
七

二

九

一

凹
七

高

奨

学

会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
前
文
堂
出
版
内
部
葉
山
子
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
絡
は
会
員
に
限
る
。

て

内
容
は
商
業
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野
の

研
究
論
文
と
す
る
。

て
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片

」々

欄
は
十
枚
以
内
)

と
す
る
。

一
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め
・
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

て
原
稿
は
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯
委
員

会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

蔦

葉

学

会

会

則

一
、
本
会
は
、
高
築
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
高
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
高
築
研
究
者

・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
高

菜
」
を
編
輯

・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会
・
研
究
発
表

会

・
研
修
旅
行
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を
行
い
、

随
時
、
目
的
に
沿
う
事
業
を
行
う
。

一
、
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
二
ニ
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八

1
0
0二
二
)

に
置
く
。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
輯

・
発
行
は
編

輯
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く。

一
、
本
会
は
名
誉
会
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。



首

南

葉

第

百

七

十

三

号

平
成
十
二
(
ニ
ロ
ロ
ロ
)
年
五
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
十
二
(
ニ
ロ
ロ
ロ
)
年
五
月
三
十
一
日
発
行

頒
価

一
、

0
0
0円

送

料

六

O
円

蹄
鵬
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
問
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話
口
六
(奈
室
)
ニ回一四

編

総

・

発

行

寓

葉

学

会

代

表

者

伊

藤

博

援
密

O
O九
0
0
1七
ム
一
九
一
四
七

世
鵬
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

高
葉
学
会
事
務
室

電
話
実
(
六三一
)さ
一室

発
売
所


